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I. 「はなやか関西～文化首都年～」の有効性検証  

 

平成 24 年度に実施した『はなやか関西～文化首都年～2012「人形浄瑠璃」』（以下、「本事

業」という。）に関する各取組について、関西全体にもたらす影響等（「人形浄瑠璃」に対する普

及啓発、伝統文化の継承、地域資源活用・連携強化（関西ブランドの創造）、情報発信等）に

ついて分析し、その有効性を検証する。 

「人形浄瑠璃」フォーラムの実施

・古典芸能研究センター長 阪口弘之氏の基調
講演！

・人形浄瑠璃文楽の文楽人形解説とミニ公演！
・海外公演の経験もある南淡中学校郷土芸能部

の人形浄瑠璃上演！
・学生による人形浄瑠璃を通じた関西の魅力発

信アイデア発表！

日時：平成24年10月6日（土） 11:00～16:30
会場：大阪歴史博物館 ４階 講堂

「人形浄瑠璃」ツアーの実施

関西各地の人形浄瑠璃に関する取組に触れて
いただき地域のファンになってもらうことで、ひと
づくり・ものづくり・地域づくりの促進を図ります。

・淡路人形座復活演目の観劇会
【平成24年11月1日（木）】

・犬飼農村舞台鑑賞と阿波の木偶に触れる旅
【平成24年11月3日（土）】

・文楽ゆかりの地めぐり・文楽鑑賞の旅
【平成25年1月14日（月）】

プロモーション事業

［公式ガイドブックによる広報］
http://www.facebook.com/hanayaka.kansai2012

［ＨＰ・ｆａｃｅｂｏｏｋによる広報］

取組参加団体・構成機関からの
意見を参考に各方面へ戦略的
に配付！

全国人形芝居フェスティバル（国民文化祭）

日時：平成24年10月20日（土）～21日（日）

会場：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）

■全国の人形芝居の上演！
■「人形浄瑠璃街道」魅力発信シンポジウムも開催！

阿波人形浄瑠璃芝居フェスティバル

日時：平成24年9月29日（土）～30日（日）
（30日は台風により中止）

会場：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）

■徳島県内の人形浄瑠璃が集結！

はなやか関西～文化首都年～はなやか関西～文化首都年～20122012「「人形浄瑠璃人形浄瑠璃」」 取組内容取組内容

■ (財)徳島県文化振興財団が開催）コア事業（

■ 実行委員会が実施する取組
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入場無料

込

② 基調講演 (11 :20～12:0 0)

③学生研 究発表 (13:00～14:3 0)

「関西 から結ばれる日本のこころ
～ 街道の人形浄 瑠璃～」

阪口 弘之
（神戸 女子大学 ・古典芸 能研究センター 長）

テーマ：関西の本 物 『人形浄 瑠璃』を活 かした
力発信・文 の形

】

【司会 】
国枝 よしみ（大阪成 蹊短期大 学 教授）

【審査 員】
岡田 榮 （(

伊藤 英隆（近 畿圏広域 地方計画 推進室長）

阪市立大 学大学院

①開会 挨拶

河内 厚 郎 （神戸夙川 学院大学 教授・

はな やか関 西～ 文 化首 都年 ～2 01 2「人形 浄 瑠璃 」実行 委員 長）

④演 目解説 (14:40～15:00)

南 あわじ市立南 淡中学校 郷土芸能 部
演 目：「日高 川入相 花王 渡し場の段 」

文楽人形の解説

忠

新口村 の段

⑤学 生による実 演 (15:00～15:30 )

【解説】
久堀 裕朗（大阪市立大学大学院准教授）

⑥文 楽公演 (15:30～16:3 0)

はなやか関西～文化首都年～２０１はなやか関西～文化首都年～２０１２２

『『人形浄瑠璃人形浄瑠璃』』フォーラムフォーラム

【日時】 平成24年10月6日（土）

11：00～16：30（開場：10:30～）

【会場】 大阪歴史博物館 4F講堂

（先着申 順）
定員240名

魅 化首都圏 成
【発表
観光又 は伝統・古典 芸能を研究 されている学生に

よる研究・企画 発表（４団体 程度）

株)ツアーランド代表取締役）

河内 厚郎（神 戸夙川学 院大学 教 授）

久堀 裕朗（大 准教授）
（五十 音順）

演目
「梅川・ 兵衛」

～『 傾城恋飛脚 』 より～

【主な出演者】
太 夫 竹本 千 歳大夫
三味線 竹澤 宗助

人 形 吉田 和 生

【大阪歴史博物 の公共交通機関】
・地下鉄谷町線 線「谷町四丁目」
⑨号

・大 ス停前

館まで
・中央

出口前
阪市営バス「馬場町」バ

【撮影：青木信二】

～～文化首都圏・関西の形成文化首都圏・関西の形成を目指して～を目指して～

・プログラム（敬称略 ）

車 中にて阿 波農村 舞台の 会会員 による阿波 人形浄瑠 璃・農村 舞台 の
歴史や魅 力の解説つき！

囲まれた 犬飼農 村舞台

らではの遊 山箱風ラ ン

●阿波人 形浄瑠 璃芝居や
独 特の仕掛 けで瞬 時にして背景 る!?襖カ ラクリを鑑賞

今秋リ アルの 阿波木 偶資料 館では

、阿波木 偶の歴 史
天狗久ら

大 自然に では・ ・・

●徳島な チ を満喫！

が変わ ！

ニュー ・・・

●全国一を誇る と文化に触れ 、
●馬之背 駒蔵や 初代 の貴 重な作 品を鑑 賞

9:30発 （車中）
阪急梅田駅北側－ 淡路（休 憩） － ●阿波人形浄瑠璃･農村舞台ｶﾞｲ
ﾄ゙

12 :30～15:0 0
－ ●犬飼農村舞台（阿波 人形浄瑠璃と襖カラク リ鑑賞）

★ 鑑賞しなが ら遊山箱風ラン チ ※荒天時、変更の場合あり

15: 40～16 :1 5 19 :0 0着

●阿波木偶資料館（見学） － 淡路 （休憩） － 大阪

※荒 天等により、犬 飼農村舞台公演が 中止の場合は、
波人形浄 瑠璃鑑賞

どり おどり鑑賞 と体 験
なり

◎阿 波十郎兵衛屋敷 にて阿

◎阿 波お 会館にて阿波
に変更と ます。

※料金に含まれるも の
専 用バス代 、昼食（弁当）代

★阿波木 偶資料館無料
募集人数 ４０ 名 （最少催行 人員２０名）

※ 定員になり次第、締切とさせていた だきます。

集合時間 午前９ 時２０ 分
集合場所 大阪梅田プラザモ ータープール

茶屋町駐 車場
（裏 面地図でご確認下 さい。）

■旅行 代金（おひとり）

行行 程程

はなやか関西～文化首都年～２０１２「人形浄瑠璃」関連事業 人形浄瑠璃ツアー VOL.４

出発日限定出発日限定

１１１１月３日日((土･祝土･祝 )３月 )

～～悠久のひとときを悠久のひとときを～～

ポポ イイ ンン トト

その１その１

その２その２

その３その３

【配布先】
・文化会館・公民館
・観光協会等
・美術館・図書館などの公共施設
・国立文楽劇場
・高速道路PA、道の駅、私鉄等

・県庁・市役所等のロビー 等［チラシの作成・配付］

 

１．実施した取組 

（１） 関西各地の「人形浄瑠璃」取組参加団体（44 団体）をネットワーク化 

取組参加団体が実施する各取組を本事業のプロモーションで紹介するとともに、有志

の団体も参画する実行委員会を組成し、具体的な取組内容の検討及び意見交換の場とし

た。 

コア事業／
・阿波人形浄瑠璃芝居フェスティバル
・全国人形浄瑠璃フェスティバル

(財)徳島県

文化振興
財団等が
実施

有志が実行委員会へ参加

各地域における取組

はなやか関西～文化首都年～はなやか関西～文化首都年～20122012「「人形浄瑠璃人形浄瑠璃」」取組の全体構成取組の全体構成

文
化
首
都
圏
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成

関
西
の
取
組
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・活
性
化

各地域の取組団体（４４組H24.3.29時点）

関西各地の
選定取組

（個別開催）

関西各地の
選定取組

（個別開催）

関西各地の
選定取組

（個別開催）

関西各地の
選定取組

（個別開催）

関西各地の
選定取組

（個別開催）

関西各地の
選定取組

（個別開催）

関西のブランド力向上推進有識者委員会
（有識者）

関西のブランド力向上推進のための準備会
（自治体、経済団体、国の出先機関等）

実行委員会

実施

実
施

プロモーション（実行委員会が実

《PRツール》

●公式ガイドブックの制作
●公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページの開設 等

施）プロモーション（実行委員会が実

《PRツール》

●公式ガイドブックの制作
●公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページの開設 等

施）

アドバイザー
●久堀 裕朗氏
（大阪市立大学大学院

文学研究科 准教授）
●国枝 よしみ氏
（大阪成蹊短

観光学科
期大学

教授）

アドバイザー
●久堀 裕朗氏
（大阪市立大学大学院

文学研究科 准教授）
●国枝 よしみ氏
（大阪成蹊短

観光学科

準備会
構成機関期大学

教授）

準備会
構成機関

関西各地の
選定取組
（有志）

関西各地の
選定取組

委員長 河内 厚郎氏
（神戸夙川学院大学教授）

委員長 河内 厚郎氏
（神戸夙川学院大学教授）

（有志）

連
携 連携

人形浄瑠璃文楽＜ユネスコ無形文化遺産＞
超一流の本物との連携

サポート

 



 
（２） コア事業（(財)徳島県文化振興財団が実施） 

今年度より、「自立した取組の推進」及び「事務局の負担軽減」という 2 つの観点か

ら、「コア事業」（テーマのメインとなるプログラムを公募し決定団体が主体的に実施す

る）体制を試行している。 

平成 24 年度のコア事業として、財団法人徳島県文化振興財団により 

①第 15 回 阿波人形浄瑠璃芝居フェスティバル（H24.9.29～30） 

②全国人形芝居フェスティバル（H24.10.20～21） 

が実施された。実施概要は以下のとおりである。 
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（３） 実行委員会が実施する取組 

①「人形浄瑠璃」フォーラム 

関西の“ほんまもん”「人形浄瑠璃」の魅力・歴史・取組等について広く知っていただくことで、

「人形浄瑠璃」に関連する地域づくり活動を活性化させ、「文化首都圏・関西」の形成を目的に

実施した。また、コア事業「全国人形芝居フェスティバル」のプレイベントとしての位置づけも持

たせている。 

【開催時期】 

平成24年10月6日（土） 11時00分～16時30分（入場無料：先着申込順） 

【会場】 

大阪歴史博物館 4階 講堂 

【参加者】 

181名（市民、地域づくり関係者、文化関係者、行政 等） 

【タイトル】 

はなやか関西～文化首都年～2012『人形浄瑠璃』フォーラム  

～文化首都圏・関西の形成を目指して～ 

【御登壇者（敬称略）】 
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［芸 歴］
昭和53年 国立劇場文楽第五期研修生

となる
昭和55年 4月 竹澤団六に入門､ 竹澤団治

と名のる
昭和55年 7月 朝日座にて初舞台
平成 7年 4月 竹澤宗助と改名
［主な受賞歴］
平成12年 1月 第19回(平成11年)国立劇場文楽賞文楽奨励賞
平成20年 2月 平成18年度因協会奨励賞
平成20年 4月 第27回(平成19年)国立劇場文楽賞文楽優秀賞

1943年滋賀県生まれ。大阪市立大学名誉教授。
浄瑠璃・説経など、近世芸能史の総合的解明を研
究の柱とする。COE（大阪市立大学）拠点リーダー
として、日本文化の国際交流研究と教育を推進。
日本芸術振興会（国立劇場）の伝統芸能養成事業にも長年取り組む。
ハンブルク大学客員教授、日本近世文学会編集委員長、常任委員、
演劇研究会代表などを歴任。

1952年西宮市生まれ。一橋大学法学部卒。
1987年から「関西文學」編集長を二期１５年務める。
ＮＨＫ番組審議員、ＮＨＫラジオセンター２１世紀
プロジェクト委員、毎日新聞紙面審議員などを歴任。
阪急文化財団理事、兵庫県立芸術文化センター特別参与。著書に
「淀川ものがたり」「わたしの風姿花伝」「もうひとつの文士録」など。

1970年大阪府生まれ。京都大学文学部卒。
大阪外国語大学（助手・講師・助教授）を経て、
現在大阪市立大学大学院文学研究科准教授。
研究テーマは、日本近世文学。主に人形浄瑠璃史。
著書に『上方文化講座 菅原伝授手習鑑』(共編著)、主な論文に「浄
瑠璃五段構成の衰微と淡路座」「享保期の近松と国家―『関八州繋
馬』への道程」など。

大阪府生まれ 関西学院大学大学院後期課程満期退学
日本航空（株）国際線客室乗務員を経て、（株）ホテル
日航大阪入社。 マーケティンググループ長などを歴任
’03年4月、奈良県幹部職員に応募、観光交流局参与などを歴
任。’07年4月より現職。日本観光研究学会常務理事、ＮＰＯ観光力
推進ネットワーク関西副理事長など。主な研究テーマは、世界遺産地
域でのマーケティング・リサーチ。著書に、「これでわかる！着地型観
光」（共著）など

郷土芸能部は、南淡中学校の開校と同時に、創設されました。
語りと三味線は、この道の第一人者で人間国宝にもなられた鶴澤友

路師匠に月４回、また、郷土芸能部ＯＢで淡路人形座員の吉田史興さん
と鶴澤友吉さんに、それぞれ人形と三味線をご指導していただいていま
す。今では人形、語り、三味線のすべてを生徒たちで上演できるようにな
りました。

南あわじ市立南淡中学校 郷土芸能部 活動紹介

久堀 裕朗 くぼり・ひろあき 公演解説

大阪市立大学 大学院文学研究科 准教授

阪口 弘之 さかぐち・ひろゆき 基調講演

神戸女子大学・古典芸能研究センター長

河内 厚郎 かわうち・あつろう 実行委員長

神戸夙川学院大学教授

国枝 よしみ くにえだ・よしみ 学生発表司会

大阪成蹊短期大学 観光学科 教授

人形浄瑠璃文楽 主な出演者 プロフィール（敬称略）

［芸 歴］
昭和53年 四代竹本越路大夫に入門
昭和54年 4月 竹本千歳大夫と名のる
昭和54年 7月 朝日座で初舞台
平成17年 1月 八代豊竹嶋大夫の門下となる
［主な受賞歴］
平成20年 2月 平成18年度因協会奨励賞
平成21年 3月 第30回松尾芸能賞(優秀賞)
平成23年 4月 第30回(平成22年)国立劇場文楽賞文楽優秀賞

竹本 千歳大夫 たけもと・ちとせだゆう 人形浄瑠璃文楽座・太夫

竹澤 宗助 たけざわ・そうすけ 人形浄瑠璃文楽座・三味線

［芸 歴］
昭和42年 7月 文楽協会人形部研究生となる
昭和42年 7月 現吉田文雀に入門、吉田和生と

名のる
昭和43年 4月 大阪毎日ホールにおいて初舞台
［主な受賞歴］
平成12年 7月 平成11年度因協会賞
平成16年 1月 平成15年度大阪文化祭賞
平成18年 3月 第25回(平成17年度)国立劇場文楽賞文楽優秀賞

吉田 和生 よしだ・かずお 人形浄瑠璃文楽座・人形

はなやか関西～文化首都年～２０１２「人形浄瑠璃」フォーラム

登壇者 プロフィール（敬称略）

 

 

 

 

 



【プログラム（敬称略）】 

 

④「本物」から「リアリティ」へ-Local Education Curriculum としての人形浄瑠璃の可能性- 

（関西学院大学大学院文学研究科） 

⑤教育観光を通した伝統芸能のリバイバルと地域振興-御坊市の「人形浄瑠璃文化」を事例に- 

（立命館大学地域観光学研究会） 

演 目 解 説 ：久堀裕朗（大阪市立大学大学院文学研究科准教授） 

「日高川入相花王 渡し場の段」「梅川・忠兵衛～『傾城恋飛脚』新口村の段より～」 

学生による実演： 「日高川入相花王 渡し場の段」（南あわじ市立南淡中学校郷土芸能部） 

文 楽 公 演 ：文楽人形の解説・人形体験（人形浄瑠璃文楽） 

ミニ公演「梅川・忠兵衛～『傾城恋飛脚』新口村の段より～」（人形浄瑠璃文楽） 

開 会 挨 拶 ：河内厚郎（神戸夙川学院大学教授） 

基 調 講 演 ：阪口弘之（神戸女子大学古典芸能研究センター長） 

「関西から結ばれる日本のこころ～街道の人形浄瑠璃～」 

学生研究発表： 

①ミステリーツアー「清姫旅-ココロとカラダの癒し旅-」（立命館大学文学部） 

②妹背山婦女庭訓“高校生プロデュース～人形浄瑠璃ツアーin 奈良” 

（奈良県立奈良朱雀高等学校 奈良朱雀ビジネス企画部） 

③出張人形浄瑠璃（大阪成蹊短期大学観光学科） 

  

「はなやか関西～文化首都年～」の説明 
阪口弘之氏（神戸女子大学古典芸能研究センタ

ー長）による基調講演 

  
学生発表の様子（優秀賞授与：奈良県立奈良朱

雀高等学校） 

久堀裕朗氏（大阪市立大学大学院文学研究科准

教授）による演目解説 

  

南淡中学校の上演「日高川入相花王 渡し場の

段」 

人形浄瑠璃文楽によるミニ公演 
「梅川・忠兵衛～『傾城恋飛脚』新口村の段より～」
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②「人形浄瑠璃」ツアー 

関西各地の人形浄瑠璃の取組に触れていただき、地域のファンになっていただくことで、

「ひとづくり・ものづくり・地域づくり」の促進を図ることを目的に実施した。実施にあたっては、民

間の旅行会社（(株)ツアーランド）と連携し観光商品（有料）として造成している。 

５本造成したが、催行人数の関係で３本中止することとなった（うち1本は現地集合・現地解

散の「淡路人形浄瑠璃鑑賞会」に振り替えて実施）。 

●ＶＯＬ．１ 阿波人形浄瑠璃と阿波おどりの旅（徳島市) →中止 

【催行日】：平成 24 年 10 月 21 日（日） 

【内 容】：○ 車中にて阿波人形浄瑠璃の歴史や魅力をたっぷり解説！ 

○ 阿波おどり会館では、専属連「阿波の風」による演出とステージで阿波 

おどり体験 

【料 金】：9,700 円 

●ＶＯＬ．２ 近松ゆかりの地めぐりと文楽教室・冨田人形浄瑠璃体験の旅 

（尼崎市・長浜市・鯖江市） →中止 

【催行日】：平成 24 年 10 月 23 日（火）～24 日（水） 1 泊 2 日 

【内 容】：○ 『曾根崎心中』の作者近松門左衛門ゆかりの地（尼崎市・福井県鯖江市）

を園田学園女子大学近松研究所水田かや乃先生の解説で巡る 

     ○ 福井県鯖江市主催の「近松誕生 360 年記念公演」文楽教室にて文楽解

説と公演、また長浜市富田町に伝わる滋賀県選択無形民俗文化財人

形浄瑠璃「冨田人形（とんだにんぎょう）」を鑑賞、体験 

【料 金】：29,000 円 

●ＶＯＬ．３ 淡路人形浄瑠璃の旅～人形浄瑠璃を知る・観る・体験する～ 

（南あわじ市）→「淡路人形浄瑠璃鑑賞会」に振り替えて実施 

【催行日】：平成 24 年 11 月 1 日（木） 

【内 容】：○ 他では観ることができない淡路独自の演目を近世文学（主に人形浄瑠璃

史）を研究されている大阪市立大学大学院文学研究科準教授久堀裕

朗先生の解説付きで淡路人形座新会館にて鑑賞 

【参加者】：16 名 

●ＶＯＬ．４ ～悠久のひとときを～犬飼農村舞台鑑賞と阿波の木偶に触れる旅 

（徳島市）→催行 

【催行日】：平成 24 年 11 月 3 日（土・祝） 

【内 容】：○ 車中にて阿波農村舞台の会会員による阿波人形浄瑠璃・農村舞台の歴

史や魅力の解説つき！ 

○ 大自然に囲まれた犬飼農村舞台では、徳島ならではの遊山箱風ランチ

を満喫し、阿波人形浄瑠璃芝居や独特の仕掛けで瞬時にして背景が

変わる襖カラクリを鑑賞！ 

○ 今秋リニューアルの阿波木偶資料館では、全国一を誇る阿波木偶の歴

史と文化に触れ、馬之背駒蔵や初代天狗久らの貴重な作品を鑑賞 

【料 金】：11,600 円 

【参加者】：18 名 

●ＶＯＬ．５ 文楽ゆかりの地めぐりと文楽鑑賞の旅（大阪市）→催行 

【催行日】：平成２５年１月１４日（月・祝） 

【内 容】：○ 大阪市内の文楽ゆかり地(玉造～寺町筋～高津神社～国立文楽劇場) 



を神戸夙川学院大学教授河内厚郎先生の解説で巡る 

○ 文楽初春公演を観劇いただく前に河内厚郎先生による｢義経千本桜  

すしやの段｣「増補大江山 戻り橋の段」の演目解説 

○ 文楽座技芸員による、実際に舞台で使用される人形を使ったわかりや

すい文楽の人形解説 

○ 文楽初春公演（1 月 14 日【第２部】）『寿式三番叟』『義経千本桜 すしや

の段』『増補大江山 戻り橋の段』を一等席で鑑賞 

○ 公演の幕間に、お正月にちなんだお弁当が！ 

○ 関西が世界に誇る伝統文化を若い世代に体験していただくため、学割

価格（4,500 円）を設定！ 

【料 金】：8,800 円（学生は 4,500 円） 

【参加者】：11 名 

 

淡路人形浄瑠璃鑑賞会 
（H24.11.1） 

ＶＯＬ．４ 犬飼農村舞台ツアー 
（H24.11.3） 

ＶＯＬ．５ 文楽ゆかり地ツアー
（H25.1.14） 

 
さらに、「国外に向けた地域の魅力発信」の取組として、留学生を対象に滋賀県選択無形民

俗文化財に指定されている長浜市北冨田に伝わる伝統芸能である「冨田人形浄瑠璃」の鑑賞

や、長浜市のまちあるき等を体験してもらうモニターツアーを実施した。 

●留学生モニターバスツアー“長浜まちあるきと冨田人形浄瑠璃体験・鑑賞ツアー” 

【催行日】：平成 25 年 3 月 6 日（水） 

【内 容】：○ 「冨田人形浄瑠璃」（滋賀県選択無形民俗文化財指定）鑑賞 

○ 「黒壁スクエア」のまちあるき 

○ 盆梅展鑑賞と抹茶体験 

○ 長浜市の郷土料理「焼鯖素麺」を体験いただきます 

【参加者】：47 名 

 

③プロモーション事業 

本事業の取組を広く情報発信するために、前年度に引き続きホームページ上での情報発

信や、「公式ガイドブック」を作成し、配付した。また、ガイドブックの内容をコンパクトに纏めた

「リーフレット」も作成し、配付した。さらに、取組の認知度向上のために非常に有効と考えられ

るＳＮＳとして新たに「人形浄瑠璃公式Facebookページ」も開設した。なお、具体の取組につい

ても、実施時期を考慮しながらそれぞれチラシを作成し、これらのツールを活用しながらプロモ

ーションを行った。 

●ホームページ上での情報発信 

「コア事業」「取組参加団体」等の情報をホームページ上より発信した。 
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●『はなやか関西～文化首都年～2012「人形浄瑠璃」』公式ガイドブック 

●『はなやか関西～文化首都年～2012「人形浄瑠璃」』リーフレット 

「コア事業」「取組参加団体」等の情報を冊子にまとめ、分かりやすいガイドブックを作

成した。また、その情報を要約し、一目で分かるリーフレットの作成も行った。配付にあたっ

ては、予算の制約上作成部数が少なかったため、取組参加団体及び構成機関の意見も

参考に戦略的に配付を行った。 

【配布先】 
・文化会館・公民館 
・観光協会等 
・美術館・図書館などの公共施設 
・国立文楽劇場 
・高速道路PA、道の駅、私鉄等 
・県庁・市役所等のロビー   等 

 
●『はなやか関西～文化首都年～2012「人形浄瑠璃」』公式Facebookページ 

今年度初の試みとして、ＳＮＳとして知名度が高く取組の認知度向上に非常に有効と

考えられる、Facebookページによる情報発信を行った。 
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●具体の取組にかかるチラシの作成・配付 

フォーラムやツアーの実施にあたっては、応募用紙を兼ねたＰＲチラシを作成し、公式

ガイドブック等と同様戦略的に各方面へ配付を行った。 

 

はなやか関西～文化首都年～２０１２「人形浄瑠璃」関連事業 人形浄瑠璃ツアー VOL.1

車中にて
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阿波人形浄瑠璃の歴史や魅力をた

阿波の風」による演出とステージで阿波おどり体験！

全国人形芝居フェスティバルでは・・・
●演劇評論家の河内厚郎さんによる基調講演

ックス・カーさんらによるパネルディスカッション
と阿波人形浄瑠璃を融合させたオリジナル作品の上

● の淡路人形座による人形芝居の上演
●木偶王国徳島！阿波木偶の制

っぷり解説！

阿波おどり会館では､専属連「

●女優の三林京子さんや、「ナニワのカリスマ添乗員」こと平田進也さん、
アレ

●演劇 演
プロ

作工程を見学！

出発日限定出発日限定

１０月２１日(日)１０月２１日(日)

8:00発 （車中）

JR新大阪駅 － 淡路（休憩） － ●阿波人形浄瑠璃ガイド－

11:00 12:00

●阿波おどり会館（鑑賞と体験・物産お買い物） － 昼食（ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ）

13:00

●全国人形芝居ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（「人形浄瑠璃街道」魅力発信シンポジウム）
（基調講演/ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝまたは木偶展(解説付)・人形遣い体験/

阿波人形浄瑠璃・淡路人形座芝居鑑賞）

17:00 20:00着

あわぎんホール－淡路（休憩）－大阪

※料金に含まれるもの
専用バス代、阿波おどり会館入館料、昼食代

★フェスティバル無料
募集人数 ４０名 （最少催行人員２０名）

※定員になり次第、締切とさせていただきます。
集合時間 午前７時５０分
集合場所 ＪＲ新大阪駅正面口(空港バス乗り場前)

（裏面地図でご確認下さい。）

■旅行代金（おひとり）

行行 程程

観て！触れて！感じて！観て！触れて！感じて！

その１その１

ポポ イイ ンン ト

その３その３
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その２その２
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9:309:30

【広済寺ご住職の解説】
・広済寺の由緒
・広済寺と近松との縁
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市
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館
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10:0010:00

【人形浄瑠璃「冨田人形」観劇】

8:108:1010:4010:4013:3013:3019:0019:00 9:109:10

【水田先生の解説】
・近松の前半生について

鯖
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市
内
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松
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【西光寺】

◆
二
日
目

釜
め
し
専
門
店

釜
蔵

昼
食

山
菜
釜
め
し【鯖江市文化センター】

はなやか関西～文化首都年～２０１２
「人形浄瑠璃」関連事業 人形浄瑠璃ツアーＶＯＬ．２

近松ゆかりの地めぐり近松ゆかりの地めぐりとと

文楽教室・冨田人形浄瑠璃体験の旅文楽教室・冨田人形浄瑠璃体験の旅
～出自、武士からの転身、筆名由来、謎多き近松門左衛門の生涯を学ぶ旅～

料金

出出 発発 日：平成２４年１０月２３日（火）日：平成２４年１０月２３日（火） ＊１泊２日＊１泊２日
集合場所：ＪＲ集合場所：ＪＲ 尼崎駅尼崎駅

ＣＯＣＯＥ（ココエ）前（裏面地図でご確認下さい。）ＣＯＣＯＥ（ココエ）前（裏面地図でご確認下さい。）
集合時間：午前９時３０分集合時間：午前９時３０分

＜園田学園女子大学近松研究所＜園田学園女子大学近松研究所 水田か水田かや乃や乃先生のプロフィール＞先生のプロフィール＞
19871987年早稲田大学坪内博士記念演劇博物館助手。年早稲田大学坪内博士記念演劇博物館助手。
19891989年早稲田大学大学院文学研究科芸術学（演劇）専攻博士課程単位取得退学年早稲田大学大学院文学研究科芸術学（演劇）専攻博士課程単位取得退学 文学修士。文学修士。
同年園田学園女子大学近松研究所研究員（助手）。同年園田学園女子大学近松研究所研究員（助手）。20022002年年同同研究所研究員（教授）。研究所研究員（教授）。
20032003年生誕年生誕350350年記念年記念｢｢近松祭」に参画し、早大演劇博物館・尼信博物館で「近松展」、大阪ＮＨＫホール近松祭」に参画し、早大演劇博物館・尼信博物館で「近松展」、大阪ＮＨＫホール
で近で近松シンポジウムなどを開催。松シンポジウムなどを開催。

平成２４年１０月２３日（火）
２４日（水）

◆『曾根崎心中』の作者 近松門左衛門ゆかりの地（尼崎市・鯖江市）を水田かや乃先生の解説で巡ります。
◆福井県鯖江市主催の「近松誕生３６０年記念公演」文楽教室にて文楽解説と公演、また長浜市富田町に

伝わる滋賀県選択無形民俗文化財 人形浄瑠璃「冨田人形（とんだにんぎょう）」を観劇、体験いただきます。

【人形浄瑠璃解説・体験】

Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅

集
合

冨
田
人
形
会
館

北
国
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13:1513:1514:3014:3017:3017:30
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り

（
広
済
寺
・
近
松
記
念
館
）

【水田先生の解説】
・近松の後半生について

【名物大海老フライ】

北
近
江

昼
食

◆
一
日
目

「伊達娘恋緋鹿子
－火の見櫓の段」

宿泊ホテル：～敦賀トンネル温泉～

北国グランドホテル
TEL.0770-22-4551 http://kitagunihttp://kitaguni--grandhotel.comgrandhotel.com//

写真提供：中小路家
（京都府向日市）

12:3012:30

※料金に含まれるもの：専用バス代、観劇費、宿泊費、食事代（朝1・昼2・夕1）
※料金に含まれないもの：個人的な飲食等

お一人様

２９，０００円
＊募集人員４０名
（最少催行人員２５名）
定員になり次第締切とさせていただきます。

＊3～4名様１室ご利用の場合のお一人様分の料金です。
2名様で一室ご希望のお客様は、追加室料として
お一人様当たり＠３，１５０円が別途必要になります。

北
国
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
発

人形浄瑠璃フォーラムチラシ VOL.1 阿波人形浄瑠璃ツアー 
チラシ 

VOL.2 近松ゆかり地ツアーチラシ

【人形浄瑠璃体験】

淡路人形浄瑠璃の旅淡路人形浄瑠璃の旅
～人形浄瑠璃を知る・観る・体験する～

はなやか関西～文化首都年～２０１２
「人形浄瑠璃」関連事業 人形浄瑠璃ツアーＶＯＬ．３
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淡
路
人
形
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瑠
璃
資
料
館

【中西館長の解説】
淡路人形浄瑠璃の歴史・
人形の解説等

淡
路
人
形
座

新
会
館

【久堀先生の演目解説】
【淡路独自の人形浄瑠璃上演】
・玉藻前曦袂 「神泉苑の段」
・奥州秀衡有鬠壻 「鞍馬山の段」
【人形浄瑠璃体験】

平成24年11月1日（木）

【玉藻前曦袂 「神泉苑の段」】
たまものまえあさひのたもと しんぜんえんのだん

【奥州秀衡有鬠壻 「鞍馬山の段」】
おうしゅうひでひらうはつのはなむこ くらまやまのだん

料金
お一人様

９，８００円
募集人員４０名

（最少催行人員２５名）
定員になり次第締切とさせていただきます。
※料金に含まれるもの：観劇費用、専用バス代、昼食費
※料金に含まれないもの：個人的な飲食等

大
阪

着

9:009:00 11:4511:45 13:1513:15 15:0015:00 19:3019:30

出出 発発 日：平成２４年１１月１日（木）日：平成２４年１１月１日（木）
集合場所：大阪集合場所：大阪梅田プラザモータープール茶屋町駐車場梅田プラザモータープール茶屋町駐車場

（裏面地図でご確認下さい。）（裏面地図でご確認下さい。）
集合時間：午前９時集合時間：午前９時

解説：大阪市立大学
久堀 裕朗先生

＜久堀先生のプロフィール＞＜久堀先生のプロフィール＞
研究テーマは、日本近世文学。研究テーマは、日本近世文学。
主に人形浄瑠璃史。主に人形浄瑠璃史。
著書に著書に『『上方文化講座上方文化講座 菅原伝授手習鑑菅原伝授手習鑑』』
((共編著共編著))

他では観ることができない淡路独自の他では観ることができない淡路独自の
演目を新会館でご覧頂きます。演目を新会館でご覧頂きます。

【展望レストラン うずの丘】

 

神戸夙川学院大学神戸夙川学院大学 河内河内 厚郎先生厚郎先生
はなやか関西２

入場無料
（先着申込順）

定員240名

②基調講演 (11:20～12:00)

③学生研究発表 (13:00～14:30)

「関西から結ばれる日本のこころ
～街道の人形浄瑠璃～」

阪口 弘之
（神戸女子大学・古典芸能研究センター長）

テーマ：関西の本物『人形浄瑠璃』を活かした
魅力発信・文化首都圏の形成

【発表】
観光又は伝統・古典芸能を研究されている学生に
よる研究・企画発表（４団体程度）

【司会】
国枝 よしみ（大阪成蹊短期大学 教授）

【審査員】
岡田 榮 （(株)ツアーランド代表取締役）
伊藤 英隆（近畿圏広域地方計画推進室長）
河内 厚郎（神戸夙川学院大学 教授）
久堀 裕朗（大阪市立大学大学院准教授）

（五十音順）

①開会挨拶

河内 厚郎 （神戸夙川学院大学 教授・

はなやか関西～文化首都年～2012「人形浄瑠璃」実行委員長）

④演目解説 (14:40～15:00)

南あわじ市立南淡中学校 郷土芸能部
演目：「日高川入相花王 渡し場の段」

文楽人形の解説
演目
「梅川・忠兵衛」

～『傾城恋飛脚』新口村の段より～

【主な出演者】
太 夫 竹本 千歳大夫
三味線 竹澤 宗助

人 形 吉田 和生

⑤学生による実演 (15:00～15:30)

【解説】
久堀 裕朗（大阪市立大学大学院准教授）

⑥文楽公演 (15:30～16:30)

はなやか関西～文化首都年～２０１はなやか関西～文化首都年～２０１２２

『『人形浄瑠璃人形浄瑠璃』』フォーラムフォーラム

【日時】 平成24年10月6日（土）
11：00～16：30（開場：10:30～）

【会場】 大阪歴史博物館 4F講堂

【大阪歴史博物館までの公共交通機関】
・地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」
⑨号出口前

・大阪市営バス「馬場町」バス停前

【撮影：青木信二】

～～文化首都圏・関西の形成文化首都圏・関西の形成を目指して～を目指して～

・プログラム（敬称略）

０１２「人形浄瑠璃」実行委員長０１２「人形浄瑠璃」実行委員長

○文楽ゆかりの地めぐりと演目解説○文楽ゆかりの地めぐりと演目解説

はなやか関西２

人形浄瑠璃街道推進協議会人形浄瑠璃街道推進協議会 アドバイザーアドバイザー

【【スケジュールスケジュール】】
集合場所：集合場所：ＪＲ玉造ＪＲ玉造（裏面地図でご確認下さい。）（裏面地図でご確認下さい。）

集合時間：集合時間：午後１２午後１２時時３０分３０分
１１２２：：３３０～０～ 文楽ゆかりの地めぐり文楽ゆかりの地めぐり（解説：河内先生）（解説：河内先生）
１４：１４：１１００ 国立文楽劇場着国立文楽劇場着
１４：１４：２２０～０～ 河内先生による演目解説（３０分程度）河内先生による演目解説（３０分程度）
１１４４：：５０５０～～ 国立文楽劇場にて技芸員国立文楽劇場にて技芸員さんさんによる人形解説による人形解説
１５：３０～１５：３０～ 記念撮影記念撮影
１１６６：：００００～～ 初春文楽公演観劇初春文楽公演観劇

・寿式三番叟・寿式三番叟
・義経千本桜・義経千本桜 すしやの段すしやの段
・増補大江山・増補大江山 戻り橋の段戻り橋の段

２０：００２０：００ 国立文楽劇場にて解散国立文楽劇場にて解散

料金
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大
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戻
り
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戻
り
橋
の
段
』』

『『
寿
式
三
番
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寿
式
三
番
叟
』』

はなやか関西～文化首都年～はなやか関西～文化首都年～
２０１２「人形浄瑠璃」ツ２０１２「人形浄瑠璃」ツアーアー

平成25年1月14日（月・祝）

学生は4,500円！
（＊学割料金は25歳未満の方に限ります。）

○ゆかりの地めぐり○ゆかりの地めぐり
○演目解説○演目解説

お一人様
８，８００円

（お席１等席＋幕間のお弁当付き）

※写真はイメージです。
実際とは多少異なりますので
あらかじめご了承ください。

○幕間のお弁当○幕間のお弁当

募集人員３０名 （最少催行人員２０名）
定員になり次第締切とさせていただきます。

実際に舞台で使用
される人形を使って、
わかりやすく
文楽の人形解説を
していただきます。

○技芸員さんによる人形解説○技芸員さんによる人形解説

一橋大学法学部卒。西宮市生まれ
１９８７年から「関西文學」
編集長を二期１５年務める。
ＮＨＫ番組審議員、
ＮＨＫラジオセンター２１世紀
プロジェクト委員、毎日新聞紙面審
議員などを歴任。
阪急文化財団理事、
兵庫県立芸術文化センター
特別参与。

玉造～中寺筋～高津神社～
国立文楽劇場までの文楽ゆかり
の地を河内厚郎先生の解説で
めぐります。

文楽初春公演を観劇いただく前に
河内 厚郎先生による
「義経千本桜 すしやの段」
「増補大江山 戻り橋の段」
の演目解説があります。

○人形浄瑠璃文楽○人形浄瑠璃文楽 初春公演初春公演 鑑賞演目鑑賞演目

車中にて

VOL.3 淡路人形浄瑠璃ツアー 
チラシ 

VOL.4 犬飼農村舞台ツアーチラシ VOL.5 文楽ゆかり地ツアーチラシ

阿波農村舞台の会会員による阿波人形浄瑠璃・農村舞台の
や魅力の解説つき！

大自然に囲まれた犬飼農村舞台で
●徳島ならでは
●阿波人形浄瑠璃芝居や

掛けで瞬時にして背景が変わる!?襖カラクリを鑑

今秋リニューアルの阿波木偶資料館では
●全国一を誇る、阿波木偶の

歴史

は・・・
の遊山箱風ランチを満喫！

独特の仕 賞！

・・・
歴史と文化に触れ、

●馬之背駒蔵や初代天狗久らの貴重な作品を鑑賞

9:30発 （車中）

阪急梅田駅北側－ 淡路（休憩） － ●阿波人形浄瑠璃･農村舞台ｶﾞｲ
ﾄﾞ

12:30～15:00

－ ●犬飼農村舞台（阿波人形浄瑠璃と襖カラクリ鑑賞）
★鑑賞しながら遊山箱風ランチ ※荒天時、変更の場合あり

15:40～16:15 19:00着

●阿波木偶資料館（見学） － 淡路（休憩） － 大阪

※荒天等により、犬飼農村舞台公演が中止の場合は、
◎阿波十郎兵衛屋敷にて阿波人形浄瑠璃鑑賞
◎阿波おどり会館にて阿波おどり鑑賞と体験
に変更となります。

※料金に含まれるもの
専用バス代、昼食（弁当）代

★阿波木偶資料館無料
募集人数 ４０名 （最少催行人員２０名）

※定員になり次第、締切とさせていただきます。
集合時間 午前９時２０分
集合場所 大阪梅田プラザモータープール

茶屋町駐車場
（裏面地図でご確認下さい。）

■旅行代金（おひとり）

行行 程程

出発日限定出発日限定

１１月３日(土･祝土･祝)１１月３日( )

～～悠久のひとときを悠久のひとときを～～

ポポ イイ ンン ト

その２

その３

ト

その１その１

その２

その３

はなやか関西～文化首都年～２０１２「人形浄瑠璃」関連事業 人形浄瑠璃ツアー VOL.４



④「人形浄瑠璃」タイアッププログラム 

関西の「人形浄瑠璃」を国内外に広く情報発信するため、以下のタイアッププログラムが行

われた。 

●（公社）関西経済連合会/都市創造・観光委員会による「関西ブランド『文楽・人

形浄瑠璃』の魅力発見」講演会 

平成24年7月4日に（公社）関西経済連合会の都市創造・観光委員会にて「関西ブラン

ド『文楽・人形浄瑠璃』の魅力発見」をタイトルに講演会が開催され、約60人の参加があっ

た。 

 

 

●（公社）関西経済連合会/都市創造・観光委員会による歴史街道視察会 

平成25年2月26日に（公社）関西経済連合会の都市創造・観光委員会にて歴史街道

視察会が行われ、歴史街道とゆかりの深い淡路人形浄瑠璃の視察が行われた。 
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●（公社）関西経済連合会 第57回関経連インターナショナル・クラブ 

平成25年1月28日に（公社）関西経済連合会の主催により、在関西の外国公館・外国

経済団体のトップ等を対象とした講演会が行われ、人形浄瑠璃・文楽の魅力が発信され

た。 
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２．効果の把握と課題の抽出 

本事業では、「人形浄瑠璃」に関する多種多様な主体、民間旅行会社、そして学生と

の連携の下、様々な取組を行うことによって産学官民一体となって関西ブランドとして

の「人形浄瑠璃」を発信してきた。これら施策の効果を検証するため、年度当初に設定

した評価指標により評価を行い、効果と課題を抽出する。 

 

（１）効果と課題 

①「はなやか関西～文化首都年～」及び各取組参加団体の活動の認知度向上 

■公式ガイドブック・リーフレットの作成 

「公式ガイドブック」及び「リーフレット」については、それぞれ 1,000 部、5,000

部を作成し取組参加団体や構成機関からの意見を参考に各方面へ戦略的に配付を行っ

た。その結果、来客数や他地域からの参加者が増えたという意見があり、アンケート結

果でも「非常に効果があった」「効果があった」が 6 割以上と、取組参加団体の認知度

向上に一定の効果があったことが覗える。 

 

【取組参加団体からのアンケート結果】 

  

本事業が活動・商品等の PR に効果があったか
本事業が関西の各取組をつなぐことに 

効果があったか 
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■公式 Facebook ページの開設 

今年度新たな試みとして行った「人形浄瑠璃公式 Facebook ページ」の開設について

は、「いいね！」の登録者数が 168 名（平成 25 年 3 月 25 日現在）となっており、必ず

しも多いとは言えないが、登録者の友達に対する波及効果も考慮すると、Facebook ペー

ジを通じた情報発信についても認知度向上に一定の効果があったと思われる。 

また、アンケート結果によると、フォーラムでは「HP・インターネット」及び「Facebook

ページ」による参加者が 20％、ツアーでは「Facebook ページ」による参加者が 16％存

在しており、取組の回を追う毎に人形浄瑠璃公式 Facebook ページの認知度が増し、閲

覧者が増えた結果と考えられる。 

 
【各取組に対するアンケート結果】 

 
 

参加のきっかけ 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

参加のきっかけ 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

 

■「人形浄瑠璃フォーラム」の実施 

「人形浄瑠璃フォーラム」については、定員 240 名に対して参加者数が 181 名であり

（集客率 75％以上）、一定の集客がなされた。参加者へのアンケート結果においては、

全体評価では、7 割以上が「とても良かった」「良かった」と回答しており、高い評価

を得た。特に人形浄瑠璃の公演については、9 割が「とても良かった」「良かった」と

回答しており、伝統芸能の伝承に取り組む学生及び“本物”である文楽による上演に対

して非常に高い評価を得る結果となった。人形浄瑠璃に対する理解・関心については、

「非常に深まった」「深まった」と感じる人が 9 割近くに及び、人形浄瑠璃をまた鑑賞

したいと回答した人も 9 割以上という結果であった。また、「関西の本物の文化を感じ

ることができた」という回答も 8割以上であり、このフォーラムが「関西の本物の文化

を発信するプログラムとして有効」と回答した人も 8 割以上という結果であった。 

以上より、フォーラムの実施により人形浄瑠璃に対する関心の向上、文化首都圏・関

西のアピールに一定の効果があったと考えられる。 

 

【「人形浄瑠璃」フォーラムのアンケート結果】 

  

全体評価 人形浄瑠璃公演の評価 人形浄瑠璃に対する理解・関心 
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人形浄瑠璃の再鑑賞 
「関西の本物の文化」を 
感じることができたか 

「関西の本物の文化」を 
発信するプログラムとして有効か

 

 一方、参加者の多くが「人形浄瑠璃」の鑑賞経験豊富なコアなファンであったこと、多

くが大阪、兵庫からの参加であったことなど、参加者層、地域が限定的であり、関西の一

般の方に広く PR できたとは言いがたい。今後は、知名度向上の取組を通して、「はなや

か関西～文化首都年～」の取組に関心を持つ方を拡大していくことが重要である。 
 
【人形浄瑠璃鑑賞経験に関するアンケート結果】 

  
「人形浄瑠璃」の鑑賞経験 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

「人形浄瑠璃」の鑑賞経験 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

 
【参加者の居住地に関するアンケート結果】 

  
参加者居住地 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

参加者居住地 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

 

「はなやか関西～文化首都年～」そのものに関しては、アンケート結果で取組を知ら

ないと回答した人が、人形浄瑠璃フォーラムで 8割以上、人形浄瑠璃ツアーでも 6割に

上った。また、「はなやか関西～文化首都年～」のホームページ等についても、見たこ

とがないとの回答が人形浄瑠璃フォーラムでは 7割近くに、人形浄瑠璃ツアーでも 5割

以上という結果であった。フォーラムやツアー参加者以外の一般の人々の認知度は極め

て低いと考えられ、今後は、今まで以上に「はなやか関西～文化首都年～」の認知度向

上に向けたプロモーション事業に注力していく必要がある。 
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【認知度に関するアンケート結果】 

  
「はなやか関西～文化首都年～」の認知度 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

「はなやか関西～文化首都年～」の認知度 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

  
ホームページ等の認知度 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

ホームページ等の認知度 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

 

②地域振興・経済波及効果 

■学生会議の実施 
学生会議は、人形浄瑠璃フォーラムのプログラムの一つとして実施した。人形浄瑠璃

に関わる対象を若年層に広げるために、「人形浄瑠璃を通じた関西の魅力を発信するア

イデア全般」をテーマとして企画を公募した。 

その結果 7件の提案があり、厳正な事前審査を行いそのうち 5件がフォーラムの場で

発表されることになった。企画提案数は 4 件以内を想定していたが、準備期間が短いに

も関わらず想定を上回る提案数があり、新しい視点・発想による人形浄瑠璃のニーズの

掘り起こし・継承・発展に関して一定の成果があったと思われる。 

■有料ツアーの実施 

有料ツアーの実施については、５本のツアーを造成し、3 本（うち、有料ツアー2本）

のツアーを催行した。 

参加者へのアンケート結果によると、全体評価では全てのツアーで 7 割以上が「とて

も良かった」「良かった」と回答しており、高い評価を得た。全体を通じて人形浄瑠璃

の鑑賞に対する評価が高いが、専門家による解説についても良い評価結果となっており、

演目等の解説と鑑賞の組み合わせにより人形浄瑠璃に対する理解を深め、ツアーへの満

足度が向上したことが伺える。費用面では、有料ツアーとして催行した 2 本について、

6 割の人が「適切」との回答であったが、「高い」と回答した人も 3割に上った。時間の

面では、8 割近くが「適切」という回答であった。人形浄瑠璃に対する理解・関心につ

いては、「非常に深まった」「深まった」と感じる人が 9 割以上であり、人形浄瑠璃をま

た鑑賞したいと回答した人も 9 割以上という結果であった。また、このツアーで「関西

の本物の文化を感じることができた」という人が 8割以上であり、このツアーが「関西

の本物の文化を発信するプログラムとして有効」と回答した人も 8割以上という結果で

あった。 

以上から、経済波及効果及び人形浄瑠璃のファン増加、文化首都圏・関西のアピール

に一定の効果があったと考えられる。 

一方、5 本造成したにも関わらず催行人数に満たず 2 本が中止になっていること、ま

た催行したツアーについても参加者が少なかったことから、ツアーによる経済波及効果、
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ファン増加の効果が必ずしも十分に発揮されたとは言いがたい。 

原因として、有料ツアーについて費用が高かったという意見が少なからず寄せられた

ことから、ツアー内容に対して設定料金が高かったことが考えられる。また、実施前に

募集チラシを作成して各方面に配布したが、その効果が弱かったことも原因の一つと考

えられる。いかに費用を抑えながら魅力的なツアーを造成できるか、いかに効果的な広

報が実施できるかの両面から、今後検討が必要である。 

 

【「人形浄瑠璃」ツアーのアンケート結果】 

  

全体評価 ツアー費用について（有料ツアーのみ） 人形浄瑠璃に対する理解・関心 

   

人形浄瑠璃の再鑑賞 
「関西の本物の文化」を 
感じることができたか 

「関西の本物の文化」を 
発信するプログラムとして有効か

 

③インバウンド観光 

（公財）関西経済連合会のタイアッププログラム「第 57 回 関経連インターナショ

ナル・クラブ」においては、約 30 名の在関西の外国公館・外国経済団体のトップ等に

対して人形浄瑠璃・文楽の魅力を発信しており、インバウンド効果・外国人の人形浄瑠

璃ファンの創造という面では一定の効果があったと考えられる。 

留学生を対象とした人形浄瑠璃モニターバスツアーについては、定員 40 名で募集し

たところ参加者数はそれを上回る 47 人という結果であり、アンケート結果でも「再度、

人形浄瑠璃を観たい」「人形浄瑠璃を友人・知人に勧めたい」と回答した人が 9 割以上

という結果であった。特にまち歩きと郷土料理、伝統芸能の鑑賞というツアー内容が非

常に良い評価を得た。「人形浄瑠璃を体験し、日本文化へ興味を持った」「日本文化への

理解が深まった」という意見も多く出された。また、今回実施したモニターバスツアー

では感想をＳＮＳ等を通じて本国へ発信してもらうことを条件としており、ここでもイ

ンバウンド効果・外国人の人形浄瑠璃ファンの創造という面で一定の効果があると考え

られる。 
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【モニターツアーのアンケート結果】 

  
人形浄瑠璃の鑑賞について 日本文化について理解が深まったか 

  
再度、人形浄瑠璃を鑑賞したいか 人形浄瑠璃を友人・知人に勧めたいか 

 

一方、領事館フォーラムとのタイアップについては、予算の制約から今年度は実施し

ておらず、外国人来場者等のアウトカム指標についても把握できなかった。 

 

（２）効果と課題の総括 

①「はなやか関西～文化首都年～」及び各取組参加団体の活動の認知度向上 

プロモーション事業の実施やフォーラム等の開催により、人形浄瑠璃及び各取組参加団

体の活動の認知度向上、文化首都圏・関西の PR に一定の成果があったと考えられる。 

しかしながら、必ずしも関西において広く一般に認知される取組にはなっていないため、

「はなやか関西」の認知度向上に向けてより効果的なプロモーションについて検討が必要

である。 

 
②地域振興・経済波及効果 

 学生発表やツアーの開催により、若年者層の取り込みやツアー実施による経済波及効果、

文化首都圏・関西の PR に一定の成果があったと考えられる。 

 学生の活用については、この２年間で、大学・学生とのつながりが生まれつつあること

から、今後も学生を活用したイベント等を検討し、つながりの維持・拡大を目指す必要が

ある。 

 ツアーについては、前述のとおり参加者が限定的であり、より魅力的なツアーのあり方

及び効果的な広報手段について検討することが必要である。 

 
③インバウンド観光 

タイアッププログラムやモニターツアーの開催により、インバウンド効果、外国人の

人形浄瑠璃ファンの創造に一定の効果があったと考えられる。 

しかしながら、開催本数が少なく、関西の魅力を外国人に対して充分に発信している

とは必ずしも言えないため、タイアッププログラムの開催数を増やすなど、外国人に関

西の魅力を積極的にPRし、インバウンド効果を高めていくことを検討する必要がある。 
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（３）「関西のブランド力向上推進有識者委員会」委員の意見 

・ ツアーは参加者が少なかったのは仕方がない部分もある。 

・ 一番の成果は学生を巻き込めたことだ。彼らに問題意識を持ってもらえた。 

・ 今回の徳島県など、非常にやる気のある自治体があってよかった。次年度もこういう

自治体が出てくると良いと思う。 

・ 今年度の事業の詳細は良く知らないが、熱心にやっていたにも関わらずメディアに取

り上げられていない。「はなやか関西～文化首都年～」について関西全体で調べたら多

分 9割が知らないだろう。今後、関西全体に発信するようにやってもらいたい。 

・ 評価指標について、事前にアウトカム指標を作っておけば、事後に事業が達成したか

否かが分かる。そして PDCA サイクルの形にしていくべき。 

・ 事業の中心となって活動した自治体に何か渡せるようなことができれば、欧州の文化

首都と同様に盛り上がるだろう。今後、考えるべき点である。 

・ 「はなやか関西～文化首都年～」に参加したことによって、参加した地域に何が生ま

れたかが重要。例えば、若い人がたくさん来るようになったとか、連携組織ができた

とか、広域ネットワークが自立的に生まれたとか。ビフォア・アフターが重要だ。特

に広域ネットワークが形成されることが一番望ましく、企業資金を得てやっていく組

織が生まれるということにも繋がる。フランスのリールでは 2年おきに「リール 3000」

というアートビエンナーレを行うようになった。3000 年まで続けようとの思いを込め

た名称だ。このように、「一過性」から「継続性」へと移っていく仕組みが重要だ。 

・ 一年の取組を通してどういう成果が残ったのか、取組参加団体として参加したことで、

その地域に何が残ったのかという視点が重要だ。 

・ 取組参加団体や地域に何か足跡が残り、その足跡がスタートになって地域が活性化す

ることが望ましい。「はなやか関西～文化首都年～」に参加した団体が、参加したこと

を誇りに思って語りぐさになるようなことを残してあげられれば良いと思う。例えば、

経済産業省の近代化遺産の取組などはプレートを渡している。高価な物ではないと思

うし、そのような仕掛も必要ではないか。 

・ （公社）関西経済連合会ではタイアッププログラムとして人形浄瑠璃の公演会等を行った

が、自治体を始めみんなを巻き込む仕組みを作るなど、もっと知恵を使うべきだと思う。 



Ⅱ.次年度以降の展開方策 

 

本事業の実施を踏まえ、次年度以降の展開方策について検討を行う。その際、近畿圏

の活性化を図るため、近畿圏広域地方計画の趣旨を活かして多様な主体との連動性を向

上させ、広域的な連携支援のあり方となるよう留意する。 

１．次年度以降の展開方策について 

（１）基本的な考え方 

■ 「はなやか関西～文化首都年～」の取組は「意義がある」との意見が大半 

本事業によるアンケート結果より、関西は本物の文化が今も根付く、一番の地域（文

化の首都）であると多くの人が認識していることが分かった。また、「はなやか関西～

文化首都年～」の取組（「本物の文化」をテーマとし、文化の継承・発展に取り組むと

ともに、国内外へ発信する）に意義があるとの回答も非常に多かった。 

歴史的・文化的な「本物」の地域資源が豊富に存在する関西の優位性を活かし、「は

なやか関西～文化首都年～」の取組を引き続き実施していく必要がある。 

 

【「はなやか関西～文化首都年～」に関するアンケート結果】 

  
関西が文化の首都だと思うか 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

関西が文化の首都だと思うか 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

  
「はなやか関西～文化首都年～」 

の取組は意義があるか 

（「人形浄瑠璃」フォーラム） 

「はなやか関西～文化首都年～」 

の取組は意義があるか 

（「人形浄瑠璃」ツアー） 

 

■ できることを着実に積み上げ実績を残す 

今後、「はなやか関西～文化首都年～」のムーブメントを拡大していくためには、認

知度を向上させ、また取組参加団体が積極的に参加することでネットワークが生まれ、

継続的な取組が可能となる、という体制作りが必要である。そのためにも、関係機関や

取組参加団体、有識者委員会委員等のそれぞれが協力し合い、可能な限り資源を出し合

い、実績を着実に積み上げ、「はなやか関西～文化首都年～」の輪を広げていくことが

重要である。 

また、望ましい推進体制の構築に向けて、様々な形態を試行・検証していくものとす

る。 
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（２）今年度の効果と課題を踏まえた具体的な取組方針について 

①「はなやか関西～文化首都年～」の認知度向上に向けて 

■ アドバイザー体制の継続・拡充 

本事業においては、実行委員長に有識者委員会委員より 

●河内 厚郎氏（神戸夙川学院大学 教授） 

 に、またアドバイザーとして 

●久堀 裕朗氏（大阪市立大学大学院 文学研究科 准教授） 

●国枝 よしみ氏（大阪成蹊短期大学 観光学科 教授） 

の 2名に就任いただいた。 

さらに近世芸能史の専門家として 

●阪口 弘之氏（神戸女子大学 古典芸能研究センター長） 

に、近松研究の専門家として 

●水田 かや乃氏（園田学園女子大学 近松研究所研究員（教授）） 

にご協力いただきながら各取組を実施してきた。 

上記有識者の協力がなければ、開催できなかった事業は多い。 

「はなやか関西～文化首都年～」を通じて文化首都圏を確立していく上では、関西の

本物の文化をリードする方々の協力は不可欠であり、次年度以降も、テーマに関して通

暁する有識者を配置することが望ましい。 

これに加え、「はなやか関西～文化首都年～」の情報発信強化の観点からは、情報発

信・広報に強みを持つ有識者の方にも協力いただけるよう積極的に働きかけることが必

要と考えられる。 

■ 公式 Facebook ページの継続 

「人形浄瑠璃」公式 Facebook ページを通して生まれた繋がりを次年度以降にも引き

継ぐために、引き続き公式 Facebook ページの取組を継続することが重要である。 

■ 関係機関の参加促進 

関西が文化首都圏を強く推進していくためには、関係機関の協力が不可欠と言える。

このため、本事業では関係機関の文化・観光部局の担当に新たにオブザーバーとして参

加いただき、取組に対しての調整等を行ってきた。引き続き、プロモーション等の面で

協力・連携しながら取組を実施していくこととする。 

また、来年度以降は、関西の観光や魅力発信に取り組む民間団体等との関係強化にも

取り組むことが重要と考えられる。 

■ 各地域の取組団体への積極的アプローチ 

各地域の取組団体に対しても「はなやか関西～文化首都年～」の認知度は高いとは言

えないため、広く協力を得るために、関係機関の協力を得ながら事務局等から積極的に

アプローチを行い、参加打診を行っていく必要がある。 

 

②地域振興・経済波及効果の強化に向けて 

■ 学生の参加促進 

本事業では、 

● 関西の本物の文化である『人形浄瑠璃』を新しい世代に受け継ぐ 

● 人形浄瑠璃に係わる対象を若年層にも広げる 

● 『文化首都圏・関西』づくりに新鮮な意見を取り込む 

という効果を期待して人形浄瑠璃フォーラムの中で学生会議や学生による人形浄瑠璃

の実演を行った。これらの取組はアンケート結果でも高い評価を得ており、一層の参加促
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進に向けた取組を検討することが重要である。 

■ 民間の参加促進 

「はなやか関西～文化首都年～」の魅力向上のためには、民間の協力が不可欠である。

本事業では民間の旅行会社による人形浄瑠璃ツアー（有料プログラム）を観光商品とし

て造成した。ツアーの実施は地域振興に有効であると考えられるため、来年度以降も今

年度の結果を踏まえ、より魅力的なツアーの実施方策を検討することが重要である。 

その他、「はなやか関西～文化首都年～」を一つのコンテンツとした観光商品の開発

等の可能性について、民間事業者と協議していくこととする。また、ビジット・ジャパ

ン地方連携事業を始めとする既存の施策・制度を活用することも有効であると考えられ

る。 

 

③インバウンド観光の強化に向けて 

関西の価値を国外へ発信するために、今後も関係機関や経済団体等が主催する国外向

けの取組とタイアップしていくこととする。また、関係機関や経済団体等と連携し、外

国人対象のモニターツアー等の実施を検討していくことが重要である。ビジット・ジャ

パン地方連携事業を始めとする既存の施策・制度を活用することも有効であると考えら

れる。 

 

２．「人形浄瑠璃」（2012 年度）の継続について 

■ 持続可能な形で取組参加団体のネットワークを継承する 

本事業は平成 25 年 3 月をもって終了する。しかし、「はなやか関西～文化首都年～」

の取組は、継続することにより認知度及び効果が高まっていくと考えられる。アンケー

トにおいても、「人形浄瑠璃に関して地域が一丸となって行う取組」を継続すべきとい

う意見が大半という結果であった。このため、本事業により形成された取組参加団体の

ネットワークを継承していく必要がある。 

「人形浄瑠璃街道連絡協議会」は、人形浄瑠璃についての関西各地の交流・連携を趣

旨に発足した組織である。このような既存の組織に対して、今年度形成されたネットワ

ークを人形浄瑠璃の更なる発展や連携等に活用してもらえるよう継承していくことと

したい。 
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